
       

 

 

 

 

■■第３回学校運営協議会を開催しました■■ 
   

12月 13日（水）に第３回目の学校運営協議会を行いました。今回は、いじめ・体罰アンケート、

学校評価、地域の方による学習支援などについて話をしました。 

 

【いじめ・体罰アンケートについて】 

 11月に実施した「いじめ・体罰アンケート」の結果を見ながら協議をしました。委員の中から

以下のような意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アンケートの結果の中で、学校が楽しいと答えている子供たちがたくさんいました。子供たち

の安心・安全のために全職員で子供たちを見守り、全ての子供にとって楽しい学校になるように

努めていきます。 

 

【学校評価について】 

 「学校評価」の中間評価を実施しました。その結果をもとに協議をしましたところ、委員から

以下のような意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３号 

令和 5年 12月 13日 

「CS」は、コミュニティ・スクールの略称です。 

 

・「悪口やいやなことを言われた」と「お金や物を無理矢理とられた」や「お金やものを隠

されたり、盗まれたり、壊れたり、捨てられたりしたこと」はレベルが違うと思う。こ

のことについては、十分に指導が必要である。 

・複数の名で子供たちを複数の目で見ていくことが必要である。 

・いじめ事案が起こったときに迅速に管理職まで連絡・報告する体制が必要である。また、

先生同士の連携、情報共有を密にしてほしい。 

・アンケートにいじめがあったと回答された保護者には、学校での指導の内容等をきちん

と伝えてほしい。 

・子供同士のトラブルは、その都度その都度話をして、双方に納得させていくこととその

後の様子を見守っていくことが大事だろう。 

・放課後など学校外のトラブルについては、学校と切り離して保護者間で解決すべきこと

だと考えるが、そのときに PTAがどんな役割をしたらよいのか難しい。 

・低学年の就寝時刻が 21:30 を過ぎていることが気になる。親の仕事や兄弟姉妹がいるこ

とにも関係しているかもしれないが、低学年は 21:00 までには寝てほしい。厚生労働省

によると小学生の睡眠時間は、9～12時間の睡眠時間を確保することが推奨されている。 

・スクールカウンセラーやスクール・ソーシャル・ワーカーが重要な役割を担っておられ

ることを初めて知った。今後、より一層、人数や勤務時間の拡充を図ってほしい。 

・働き方改革は、完璧を目指すのではなく、その日に終わりそうな仕事量を自分で考えて

いくことが大切であろう。 


